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花葉会会員近況報告

園 昭24　林　 角　郎

園 昭30　吉　池　貞　藏

園 昭33　髙　木　文　男 園 昭34　長　澤　哲　哉

園 昭28　阿　武　恒　夫

専攻科 昭33　並　木　久　男
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園 昭35　小　泉　　力 園 昭35　藤　野　守　弘

　いつも「花葉」を送っていただき有難うございます。海外への発送は郵便局で特別な手続きで面倒と思いますので。

　さて、突然にアルゼンチンから、花葉１～１０号を送ります。私も76歳になり、身辺をかたづけなければいけ

ない時期になりまして、私の息子も日本語は話しはするけど、読むことは出来ないので、私が大事にしていた本

も、将来、古紙として処分されることになると思いますので、適当な所へ届けているところです。花葉がなぜア

ルゼンチンに創刊号からあるかと云うと、当時ＪＩＣＡの花卉専門家としてアルゼンチンの園芸センターに勤務

していた安藤助教授が特別にとりはからってくれたからです。花葉は小冊子ですが、内容、それに編集者の方々

の努力を考えれば、万釣の重みです。大事にしてくれる方にさし上げて下さい。

　花葉No.32に植物遺伝資源をめぐる最近の状況という記事がありましたが、それにまつわるお話し。昨年(2014

年）の３月～５月に、鴨川知弘さん（園昭58）がＪＩＣＡのシニア・ボランティアとしてアルゼンチンに来まし

た。鴨川さんはサカタのタネの現役職員で３か月の短期でここの国立農事試験場（ＩＮＴＡ）にアルゼンチン原

産の植物を使った新しい花卉を作り出す共同研究に来られたそうです。また、すでに商品化されて、アメリカで

良く売れているメカルドニアの利益の一部をアルゼンチンに支払ったそうです。この時点ではまだ条約は批准さ

れていなかったのですが、実際に支払われた第一号だろうと話していました。

　今度のNo.33では悲しいニュース、同組生の海野淑子さんが亡くなった。学校ではいつも同じグループだった

し、そのあとは花葉で毎回海外ツアーに参加していること、又、東日本大震災募金に彼女らしいメッセージをの

せているなど元気にしているのだなと思っていたのに・・・。敬愛する鳥居恒夫さんのボタニカルスケッチさす

がと思いました。彼との思い出、入学間もない頃（60年近い昔のこと）海外志望で農業関係でないと移住受入れ

はむずかしいということなので、とりあえず近くの園芸学部でも行っておくかと入学した千葉市の画家の息子の

私は花の名前も知らない、寮に住んでいた友達から温室で「あの花、しっくりかえって咲いているだろ、だから

シクラメンだ」なと教わっていると、あまりの程度の低さに鳥居君が「青木君いいこと教えて上げよう。知らな

い植物の名前を聞かれたら、頭にミヤマノ～とつければ何とかなる。ミヤマノナシラズとかミヤマノシランとか」

と。あれから60年、私の住んでいるところはパンパスの大平原、地平線の見えるところで、南・北・西どちらに

飛んでも1000km以上いかねば山はありません。いまだにこの名案は使ったことがありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルゼンチンより

園 昭35　片　山　繁　朗 総農 昭36　茂　木　孝　夫

園 昭36　青　木　次　芳
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別 昭36　星　野　次　郎

別 昭38　杉　本　武　満 総農 昭38　渡　辺　　肇

総農 昭39　板　垣　修　悦

研 昭36　舩　越　正　秀

別 昭39　宮　沢　正　和
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園 昭39　大　山　す み 子

研 昭40　古　川　仁　朗

別 昭49　榊　原　　守 研 昭51　福　山　武　夫

総農 昭40　杉　村　素　生

別 昭40　根　岸　好　男
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園 昭55　石　光　照　彦 園 昭56　伊　藤　泰　史

園 昭60　宮　岡　美 奈 子

園 平08　秋　葉　伸　之

研 昭60　大　石　　徹

博 平09　立　澤　文　見


